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事業名 事業区間 総事業費 13 億円

事業種目 道 路 道路改築事業

主要地方道 小野
お の

藍
あい

本
もと

線

加東市
か と う し

天神
てんじん

～長貞
ながさだ 内用地補償費 6 億円

所 在 地 事業採択年度 着工年度
完成予定

年度
進捗率

（内用補進捗率）
75％(100％)

加東市
か と う し

天神
てんじん

～長貞
ながさだ

H12 H12 H24 残事業費 3 億円

事 業 の 目 的 事 業 内 容

・(主)小野藍本線は、小野市の国道 175 号を起点と

し旧東条町の中心地を経て三田市藍本の国道 176 号

へ至る幹線道路であり、北播磨地域と北摂地域の交

流・連携を促進するとともに、生活道路としても重

要な役割を担っている。

・本事業区間の周辺は、加東市東条庁舎、文化会館、

小・中学校などが集積する旧東条町の中心地にあた

り、福祉のまちづくり重点地域となっている。

・しかしながら、本事業区間の現道は、幅員が狭小

で大型車のすれ違いが困難であり、歩道が未整備で

あるなど交通安全上の課題を有している。

・このため、本バイパス整備を行うことにより、安

全で円滑な交通を確保し、地域間の交流連携を促進

する。

道路改築事業 L=1,598.0m

・第 1工区（天神西地区）：L=580.0m（H16.8 供用）

・第 2工区（天神東～長貞地区）：L=1,018.0m

【構造規格】第 4種第 3級（平地部）

【計画幅員】6.0 (14.0,16.0m)（２車線＋両側自歩道）

【計画交通量】5,000 台／日

【現況交通量】3,550 台／日（H20.7 実測）

【負担割合】国：５／１０、県：５／１０

事業を取り巻く 
社会経済情勢等の変化

・平成 18 年３月に旧社町、旧滝野町、旧東条町が合併し加東市が発足したことから、加東

市の東の玄関口である旧東条町の新たなまちづくりとして、本事業区間(第 2 工区)にお

いて、天神東掎
はし

鹿谷
か だ に

土地区画整理事業等の面的整備が行われている。

進捗状況

・第 1工区(L=580m)は、H16.8 に供用済み。

・第 2工区(L=1,018m)は、区画整理等で用地取得済み(H21 年度末予定)。本工事は未着手。

・進捗率は、事業費ベースで 75％、用地取得で 100％である。（平成 21 年度末予定）

・区画整理事業の着手の遅れに伴い、事業期間を３年延伸し、平成 21 年度完了から平成 24

年度完了とする。

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性

○安全・安心の確保

○地域の活性化

・現道区間は、幅員狭小で歩道が未整備であり、年間数件の人身事故が発生するなどして

いるため、本バイパス整備により、現道の交通をバイパスに転換させることにより自転車・

歩行者の安全性を確保する。

・さらに、バイパス事業区間の沿道にある加東市東条庁舎や文化会館、小中学校等の公共

施設へのアクセス性の向上など円滑で安全な交通を確保する。

・また、区画整理と一体的に事業を行うことにより、新しいまちづくりを支援し、地域の

活性化を図る。

(2)有効性・効率性 ・本事業を完成させることにより、円滑な交通ネットワークが確保できる。

・区画整理事業と一体的に整備を進めることにより、効率的に課題解消が図られる。

・費用便益比 B／C＝3.4（全体）、12.4（残）

(3)環境適合性 ・通過交通がバイパスへ転換されることから、現道の沿道環境が改善される。

・区画整理事業区間において、植樹帯を設置し、沿道環境の向上に努める。

(4)優先性
・区画整理事業が行われており、面整備による事業効果の早期発現化を図るため、県道の

先行的な整備が必要である。

再評価

の結果
継 続 左の理由 事業の必要性は事業採択当時と何ら変わっておらず、地域住民からも早

期完成を望む声が強いことから、継続して事業を実施する必要がある。
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事業進捗状況概要図（継続：再評価）

事業名 道路事業 路線・河川名 主要地方道 小野藍本線

事業進捗状況・予定 整備効果

全体

H12～24 年度【総事業費＝13 億円】

【第 1工区】事業費 5 億円 L=580.0m

用地： 2,660m2

【第 2工区】事業費 8 億円 L=1,018.0m、橋梁１橋 L=46.5m

用地：10,980m2

過去

10 年間

H12～21 年度【事業費＝10 億円】進捗率 75％

【全体】

供用延長 L=580.0m

用地進捗率 96％（H21 年 3 月末）

100％（H22 年 3 月末予定）

【第 1工区】平成 16 年８月 580.0m 供用

【第 2工区】平成 21 年度まで用地買収 100％完了予定

天神西地区の歩道整備によ

り、沿道の東条図書館、東条

中学校などの公共・公益施設

へアクセスする歩行者の安全

性が確保された。

今後

3 年間

（予定）

H22～24 年度【事業費＝3億円】

【第 2工区】

平成 24 年度の全線完成予定を目指す。

現道の交通をバイパスに転換
させることにより自転車・歩
行者の安全性を確保する。

事業箇所
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東条中学校東条中学校
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天神天神

南山南山

岡本岡本

岩屋岩屋

森尾森尾

新定新定

吉井吉井

小沢小沢

栄枝栄枝

厚利厚利

横谷横谷

東条西小学校東条西小学校

道の駅道の駅

ひょうご東条ひょうご東条ⅠⅠＣＣ

中国自動車国道

中国自動車国道

秋津台秋津台主要
地方
道

主要
地方
道 小

野藍
本線

小野
藍本
線

（主）小野藍本線 天神バイパス位置図事業箇所

5,998台/日

2,737台/日

L=580mL=580m
（（HH1616供用供用済）済）

平日交通量
（H17センサス）

東条西小学校校区東条西小学校校区

東条東条保育園保育園

文化会館文化会館

東条東条庁舎庁舎

東条東小学校東条東小学校

一
級
河
川

一
級
河
川
東
条
川

東
条
川

黒谷黒谷

長貞長貞

長貞長貞

東条東小学校校区東条東小学校校区

永福台永福台

（主）小野藍本線（H12～H24)
L=1,598m W=6.0(14.0，16.0)m

全体 13億円

１工区１工区 ２工区２工区

L=1,018mL=1,018m
市施行市施行

現市道現市道

（２車線）（２車線）
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